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はじめに

本稿は、先に公にした「北海道大学附属図書館藏　二巻本『宝物集』翻刻」（追塩千尋　北海道説話文学研究会『北海学園大学人文論集』第三十二号　平成十七年十一月）をもとに作成した校訂本文である。通読の便に供するため、歴史的仮名遣いに統一し、適宜仮名に漢字を宛て、濁点・句読点等を施し、他諸本と校合して一部本文を訂正した。さらに、全体を新日本古典文学大系所収『宝物集』に付された小見出しによって区切り、構成を把握するための一助とした。

江戸時代初期には一定の流布を見た二巻本の本文が、一般に知られることを期待するものである。なお、末尾に「『宝物集』要目および和歌諸本対照表」、並びに「二巻本『宝物集』翻刻正誤表および注の追加」を付記した。

　

【凡　例】

一　底本は、北海道大学附属図書館藏二巻本『宝物集』とした。

二　本文作成に際しては、常用漢字表にある漢字はその字体を採用した。異体字・俗字の類も原則として現在通行の字体に改めた。
三　文意不通の場合に限り、底本の本文を訂正した。その際、他の二巻本諸本の本文を優先して採用した。参照した二巻本諸本は左の通りである。

１　上　国会図書館旧上野分館蔵本

２　松　松井簡治旧蔵静嘉堂文庫蔵本

３　小　小泉弘蔵本

４　細　九州大学細川文庫蔵本

５　簗　簗瀬一雄蔵本（『校合二巻本宝物集』碧冲洞叢書第三輯　昭和三十六年一月）

６　宮　宮嶋藤吉旧蔵静嘉堂文庫蔵本

７　萩　九州大学萩野文庫蔵本

　　

　　これらの諸本は本文の親疎関係から、「底本・上」、「松・小」、「細・簗」、「宮・萩」の四つのグループに分けることができる。注にいう「他七本」とは１～７を、「他六本」とは２～７を指す。また、必要に応じて次の三種の本文も参照した。

　８　平三　平仮名整版三巻本（「京都大学頴原文庫蔵寛永二十年刊『宝物集』翻刻」(『宝物集研究』第三集　平成十四年三月　宝物集研究会）

　９　大系　第二種七巻本（底本、吉川泰雄蔵本。新日本古典文学大系40『宝物集　閑居友　比良山古人霊託』　小泉弘・山田昭全・小島孝之・木下資一校注　平成五年　岩波書店）

　１０おう　片仮名古活字三巻本（底本、静嘉堂文庫蔵本。『宝物集』山田昭全・大場朗・森晴彦編　平成七年四月　おうふう）

四　和歌・漢籍・経典の引用に関しては二字下げとし、和歌には通し番号を施した。ただし、取意的・要約的引用に関しては、その限りではない。

五　校者（追塩千尋・林晃平・細田季男）の判断により、必要に応じて読み仮名をその語

の下に(　)で記した。

六　注は上・下巻に分け、それぞれ通し番号を付した。　　　　　　　　

　　　　　　　　　

宝物集上巻

１　島から帰ってきた隠士

治承元年の秋のころ
、薩摩の国の嶋を出でて、同二年の春、二たび故郷にかへりて侍りしかども、世の中もありしにもあらず。浮木にのりけん人の心ちせしかば
、世の憂き時のすみかなれば、心をもなぐさめんとて、東山なる所にこもりゐて侍るほどに、むかし花の下、月のまへにて見なれたりし人、芦垣のまぢかくきたるよしを申せば、竹の編戸をおしひらきて入れ侍りぬ。こころづくしの思ひに年を経ぬれば
、老いおとろへて、いきの松原いきてかひなき命ながらへて来たりぬるよしを申したりし。三とせの夢わづかにさめたりといへども、一生涯の夢はいまださめざりけるほどに、人にもしられで侍りつるに、いかにしてたづねては来たり給へるぞ。鬼界の嶋のありさまは、申しても無益に侍るべし。故郷の事、風の伝にても聞きたて侍りき。都を出でて後、いかなる事か侍りし、と申せば、何となく春のつれづれをなぐさめんと思ひて、いたづら事とも申し出で侍りつるに、げにや嵯峨の御釈迦こそ天竺へ帰りたまはんずるとて、一つ京の人院の宮をはじめまゐらせて、道もさりやらず参り侍るなれ、と申せば
、我日本の
不思議には、この仏のおはするをこそ志しためるに、まことならば心うき事ぞかなしくぞ侍るべき。さなしとても、まゐらでもやあるべきと思へば、

２　釈迦堂参詣の道行

やがて二月二十日ころに
中御門をとほりて、大庭の椋の木の本を見るにも、白馬の節会思ひいだされけり。

３　釈迦像の由来

さて御堂にまゐりつきて見ければ、聞くにたがはずおほくの人まゐりあつまりて、稲麻竹葦のやうなり。西の局のうちへいりて、南無大恩教主釈迦牟尼、無上大覚世尊、滅罪生善、臨終正念、とふしおがみて、法花経のひもをときよみ侍るほどに、寺僧とおぼしきもの、となりの局なる人にかたるをきけば、この仏の、日本国へつたはり給へる事と聞きなしつ。教主釈尊、正覚なり給ひてのち、御母伽毘羅国の善覚長者のむすめ、摩耶夫人のために報恩経とき給はんとて、忉利天にのぼり給ひしを、優闐大王のあなかしこにこひたてまつり給ひて、毘首羯磨といふ人にあつらへて、赤栴檀をもつて尊容をうつし奉りて、おがみ給ふ程に、仏、忉利天より一夏九旬はてて、祇園精舎へ帰り給ふ時、地蔵菩薩の金銀水精の三の橋を渡し給ひしに、この木像の仏も、橋のもとまで御むかひにまゐり給ひければ、釈尊のたまはく、我は八十年の化縁つきて、涅槃に入るべきなり。栴檀の仏は末代の衆生を利益し給ふべき仏なり、とて御さきにたててかへり給ひき。天竺にておほくの人を利益し給ひしほどに、弗舎蜜と申す悪王、仏法をほろぼし奉りし時、鳩摩羅琰といひし大臣の、出家入道して、かばかりめでたくおはします仏を、ほろぼし奉らん事をかなしみて、東天竺の東に、丘慈国
といふ国へ渡し奉りけるに、昼は仏を負ひ奉り、夜は仏に負はれ奉りけるぞ、と申したんめる。丘慈国の蒙遜王、あながちによろこびて供養恭敬し給ひける程に、唐の白鈍王
、この事をききて、普闕といふ将軍
を遣はして奪ひ取つて、あがめをこなひ給ひけるを、東大寺の奝然上人、入唐してありしに、帝王、この仏を聖人におがませ給ひければ、奝然申していはく、我一人おがみ奉りて、かひなく侍れば、仏をうつし奉りて、日本国王におがませ奉らん、と申しければ、仏像をひろめんがためにゆるされにけり。奝然よろこびて、いそぎうつし奉る程に、栴檀の仏、夢の中につげてのたまはく、我東土の衆生を利益すべき願ひあり。我を渡すべし、とのたまひければ、奝然心つきて、新仏を、ふるき仏のやうに煙をもつてふすべたてまつりて、栴檀の像にとりかへて、日本国へ渡し奉りける仏なり。さては二伝の仏にては、おはせざるなり
。奝然、帰朝して、宇治殿へ申し奉りたる文には、優闐王の、赤栴檀をもつてうつしまゐらせ給ひつる釈迦の像一体、とぞ侍る。また、白鈍王といふ王の名も、不審なり。符堅といふ王、呂光といふ将軍を遣して、取りたり、と見ゆる物のも侍り。また、張騫等の将軍をば、八十人をやる、と申したるも侍り。大江匡衡、かの六波羅蜜寺にて、

昔忉利天安居九十日　刻赤栴檀而模尊容　今抜提河滅度二千年　冶紫磨金而礼両足

と書きたるも、この仏の御事ぞかし、と思ひ出でられてあはれなり。内記上人のほめられけるもことはりにぞ侍る。

４　宝物の論

やがて帰るも木の下にて日暮れにければ、道もおそろしかりぬべし、あけてこそ下向せめ、とて侍るほどに
、よひの間はまゐいりあつまりたる人ども、ののしりさはぎて
物のあはれもさむる程なりしが、やうやう
ふけゆくままにあやしの下守
、老いたる尼法師は、寝入りたるなるべし。ものの
心ある人人ばかり目をさましつつ、こしかた行末の事までかたる程に、あまり物をいひはやりて、ある人のいへるは、そもそも人の身には、何か第一の宝にてあらむ、といへば、そばよりさし出でていふやう、

4宝物の論　一　隠蓑が宝

人の身には隠蓑といふ物こそ、第一の宝なれ。くひ物、欲しき物、心にまかせてとりかくして、いはん事をもきく。また、ゆかしからん人のかくれんをも見るべき物なり。これほどの宝やはある、といへば、そばより人出でて物をねがはんに、いかで人の物をとらん、とは申すべき。それは盗人にてこそあれ。龍樹菩薩の陰形の法そらあらはれて、下法をすてて菩薩の行におもむきて、馬鳴の弟子になり給ひにき。されば、ある人ふたりつれて道をゆくに、金を見つけながらこれをとらず。伴したるものの、何とてこれをばとり給はぬぞ、といへば、天知る、地知る、汝知る、我知れり。ぬしに知られぬ物をば、いかでとるべき、とてつひにとらず。四知をはづるとはこれをいふなり。かしこき人は、人のあたふる物なれども、とるまじき物はとらず。

4　宝物の論　二　打出の小槌が宝

されば、打出の小槌といふ物こそいみじき宝なれ。ひろき野に出でてすみよからむ家、つかひよからむ下部、馬牛、食物にいたるまで打ち出だすなり。これこそ人の物をもとらず、めでたきたからなれ、といへば、

4　宝物の論　三　打出の小槌は宝にあらず

また、そばより、打出の小槌は宝なれども、くちをしきことひとつあり。そのゆゑは、鐘の声をだにきけば、打ち出だしたる物ども、こそこそと失することのあるなり。さやうの時、ひろき野中にただ一人赤裸にてゐたらんは、いと物うかるべき事なり。貧苦よりおとろへたるくるしみはたへがたきなり。されば、天人の五衰は、地獄のくるしみにまさる、と申せば、無益にて侍るべし。また、昔より隠蓑、打出の小槌持ちたりと申す物きこえ侍らず、隠蓑の少将、と申す物語にあらまし事をつくりて侍る、とこそうけたまはれ。

4　宝物の論　四　金が宝

ただ金に過ぎたる宝なし。火に入れどもやけず。水に入れどもくちせず、いよいよ光をます物なり。千両の金とていみじくきこゆれども、ちひさき物に入れて身にそへてもちぬべし。されば、天平勝宝二十一年の春、陸奥の国より砂金はじめて奉りたりしに、我が君も、国におほきなる重宝まゐりたり、とて大伴家持に歌めされけるに、
　1すべらぎの御代さかへんとあづまなるみちのく山にこがね花さく 
とはよみけれ。天に五行あり。金その中に至る。地に七宝あり。金をもつてはじめとせり。仏を金人と申し、御門を金輪聖王と名づく。神を金峰山おはす。経に金光明経あり。仏もこれを宝と思ひ給へり。智者もこれを宝といふ。金の宝なるゆゑにおのおの金の字を具するなり、と申せば、

　

　    4　宝物の論　五　金は宝にあらず

また、そばなる人さし出でて、金はまことに火にもやけず、水にもくちせねども、盗人にとられて
はいたづら事なり。天竺にて、仏、阿難をぐして道をとほり給ふに、草むらの中に光あり。その中に金あり。これを仏御覧じて、毒蛇あり、とのたまふ。阿難これをさとりて、大毒蛇なり、とうけこひ給ひぬ。ある人これを見れば、蛇にあらで金ありければ、よろこびてとりぬ。このことをおほやけきこしめされて、めしければ、力およばず、これをまゐらせけるに、なほも残りぞあるらんとて、責めをかうぶる時にこそ、仏の毒蛇とのたまひし事を、おもひあはせける。

また、ある兄弟、親の手よりおのおの五百両の金をえて、帰る道にて弟、かの金をすてけるを、兄、何ゆゑにすつるぞ、ととひければ、弟、なくなくかたりていはく、五百両の金をもちたるゆゑに、兄のもち給へる五百両をうばひとりて、千両になさばや、と思ふ一念おこりぬ。されば、金はうたてき物とおもふがゆゑにすつるなり、といひければ、兄、涙を流して、我も汝をころして、五百両をとりて千両になさばや、と思ひつるなり、とて五百両の金をすてにけり。これを断金の契りといふなり。されば、金をも宝といふべからず。

4　宝物の論　六　玉が宝

玉にまされる宝やはあるべき。花厳経には、一切の宝の中に、如意宝珠すぐれたり、と見えたり。まことに心のごとくなる玉をえては、五穀七宝、なにかとぼしかるべき。されば、稲麻経
には、現世をいのるは、草鞋をこふるがごとし。稲をえつれば、ねがはざれども草鞋をばはくべき
ものなり。また、玉をうれば、ねがはざれども、金はふるべきなり、といへば、

4　宝物の論　七　玉は宝にあらず

またそばなるひとのいはく、玉は宝なりといへども、末の凡夫は玉を宝とも知るべからず。ことにみがくやうをも知らず。されば、弘法大師は、玉みがかざれば光なし、光なきをば石瓦とす、とぞおほせられける。されば、いづれの宝も無益なり。

4　宝物の論　八　子が宝

つくづく
物を思ふに、子に過ぎたる宝なし。そのゆゑは、人の老い衰ふる事、貴賤賢愚によらず。黒き髪は白くなり
、赤き色は黒みかじけて、額には四海の波をたたみ、眉には商山の霜をたれ、骨こはく、腰かがまりて、甘き味はひは苦くなり
、やはらかなる水はこはくなりて、よろづ心にかなはず。されば、太天王
は、はじめて白き髪すぢのおふるは、閻魔王の一番のつかひつきたり、とて出家しておこなひ給ひき。震旦の白居易は、四十六の歳、かたちを鏡にうつして、涙を流してふたをおほひき。

また、大聖世尊の五十あまりになり給ひて、満月の尊容衰へ、三十二相の御すがたやつれ給ふを見たてまつりて、優陀延
と申す御弟子の老いの苦しみを嘆く事侍りき。いはんや末代の凡夫、いかでかこの苦しみを嘆かざらんや。されば、この心を詩にもつくり、歌にもよめり。その証拠を申すべし。　

昔は京洛のはなやかなる客たり。今は江湖の
おちぶれたる翁となれり

とつくりたり。また、歌に、

　　2いづかたに身をばよせまし世の中に老いをいとはぬ人もなければ 
　　3かはり行くかがみの影を見るからにおいその森のなげきをぞする 
　　4いつとても身のうき事はかへらねど
昔は老いをなげきやはせし 
まことに老いのすがた、ふりにけるかたちをば、見る人これをにくみ、きく人かれをいとふなり。

子にあらざらん人、たれかあはれむべき。人の子の親のために宝なる事、かつがつ
申すべし。孟宗といつし人の親、とし老い衰えて物くはざる病をしけるが、霜月の末、師走に
およぶ折ふし、たかんなだにあらば物くひてん、とねがひければ、たけのこといふ物は四月の末、五月の初めばかりにこそ見ゆれ。今は竹の林には霜ふり、雪つもりていかにもとむるとも得んことかたし、とは思ひながら、孝養の心ざしふかきものなれば、雪霜をかきわけて、竹のねごとをほりもとめしかば、雪の中のたかんなを得て、老いたる親の病をたすけ侍りき。子にあらざらんもの、いかでか雪の中のたかんなをもとむる事あらんや。

また、伯瑜
といふ人の母、きはめて腹あしく、心たけくして、伯瑜を打つ事いとけなかりし。昔より成人の今にいたるまで怠る事なし。母やうやう老い衰へて、また子を打ちける時、伯瑜悲しめり。母あやしみて、汝を打つこと昔より今にいたるまでたゆる事なし。然れども一たびも泣くことなかりしに、何とて今初めて泣き悲しむぞ、と問ひければ、伯瑜がいはく、わが母の若くさかりにおはしましつる時の杖は身にしみて痛かりき。今年は老い衰へ給ひたるにや。打ち給ふ杖、身にしみ痛むことなし。されば、わが母の余命少なくなり給へる事の悲しきなり。まつたく杖の痛きに泣くにはあらず、とぞいひける。

これのみならず、丁蘭が木
、郭巨
が金の鍋、白年が衾、王祥が氷の魚、みなこれ教養の事なり。丁蘭は母失せてのち、母の形を木をもつてきざみ
、生きたりし時のやうにつかへしなり。郭巨は親をやしなはんがために、悲しかりける子を山の中に埋みしほどに、天道あはれみたまひて、金の鍋をほりいだす事ありしなり。白年が親はさむかるらん
とて、寒夜に衾をぬぎし事あり。王祥が親はみききせぬ
魚なければ物くはぬ事を悲しみて、氷ふさがりたる江にまかりて見れば、魚、氷をつきうがちて躍り上がりしなり。かやうの事はこまかに蒙求などやうの文に記せり。

これらは大国の事。吾朝にもかやうの事多くきこえたり。軽ノ大臣と申しける人、御門よりの御つかひにもろこしへわたり給ひけるを、いかなる事かありけん。物いはぬ薬を食はせて、身には絵をかき、頭には灯台といふ物をうちて火をとぼして
灯台鬼といふ名をつけてあり、といふ事を、御子の弼の宰相と申す人の、ほのかに伝へ聞きて、悲しみ給ひて、万里の波路をしのぎて震旦までたづね行きて見給ひければ、大臣涙を流して、指を食ひきりて血を出だしてかくぞ書きたまひける。

　　形は破れて他郷の灯の鬼となる、争か旧里にかへりてこの身をすてん

これを見たまひけん御子の心のうちいかばかりか思ひ給ひけん。さて、唐の御門に請ひうけたてまつりて、日本へ具したてまつりてかへり給へり。子にあらざらん人、はるばるの海路をわけてもろこしまでたづね行く人ありなんや。この外もろこしへ渡りてとどめられし人、あまたありけり
となん。

また、ある女の、僧
を請じまゐらせて、かたのごとくなる仏事をして、手箱を一つ布施にしたりけるをみれば、かくぞよみて入れたりける、

　　5玉くしげかけごにちりもすゑざりしふたおやながらなき身とをしれ 
されば、かなはぬ人も親の教養の心ざしはふかくぞ侍りける。それならず、親に心ざしふかく見ゆる人を歌にて少々申すべし。藤原道信の卿の歌、

　　6かぎりあればけふぬぎすてつ藤衣はてなきものは涙なりけり　 

平棟仲の卿の歌、
　　7思ひかねかたみにそめし墨染の衣にさへもわかれぬるかな 
みなもとのありつねの中将
の歌、

　　8藤衣など一とせと契りけんこればかりこそかたみと思ふに 

中納言
なりのりの卿の歌、

　　9鳥部山思ひやるこそかなしけれひとりや苺
の下に行くらん
 
昔今の人々かやうに心ざしふかく、嘆き悲しむ事も、子にあらざらん人の、たれかおもひよるべき。されば子なからん人は、物うき事なり。後の世までも宝となるは、子にぞあるべき。

秦の良郭といふ人と
阿用子といふものと、二人死して閻魔王宮にめしおかれて、罪の軽重をただされけるに、良郭は子を持ちたり。冥土をとぶらふべきものあり、とてまづさしおかれ、阿用子はとぶらはるべき子を持たざるものなり、とてたちまちに地獄へつかはされにき。また、仏、阿難を具して道を行き給ふに、あさましき餓鬼の、心ちよげにて舞ひたのしむあり。阿難、仏にゆゑを問ひ奉り給へば、仏、阿難に告げてのたまはく、前生の罪業によりて、あさましき餓鬼のむくひ
をうけたりといへども、生むところの子の、善を修するが故に、たのしみをうくるぞ、とのたまひけり
。しかのみならず、大目連尊者は、母の精提女の餓鬼道におち給ひしかば、僧衆を請じ供養し給ひし功力によりて、母の飢ゑをたすけ給ひき。これは盂蘭盆経にこまかに見えたりといひければ、

　　

４　宝物の論　九　子は宝にあらず

子ほどの宝なしとのたまへども、人ごとに教養の心ざし侍らず。人の子の、親のためにかたきなる事を少々申すべし。仲文章と申す文に見えたり。朝哺といふもの、父を打ちしかば、毒蛇その身をすふ。酉夢といふもの、母をのりしかば、天の鳴る神落ちて其の身を裂く。また摩伽陀国の阿闍世王の、いまだ太子にして
おはしましける時、父の頻婆沙羅王をほし殺したてまつりて、御位をとらむ、とて牢にこめ給ひければ、御母の韋提希夫人悲しみ給ひて、瓔珞に蜜といふ物をぬりて、忍びて大王に舐めさせたてまつり給ふよしを、太子聞き給ひて、はやくほし殺さんとする父の命を助けたり、とて、剣をぬき給ひて韋提希を殺さんとし給ひければ、耆婆・月光といふ二人の大臣の、太子に申すやう、父を殺すものはおよそ一万八千人なり。母を殺すものは、いまだ聞きも及ばず。母の御命を助け給はずは、二人の大臣仕へたてまつらじ、と制しければ、母の御命ばかり助け給ひぬ。父の王をばつひにほし殺し給ひにけり。また、貧苦なるものは子を養ひかねて、悲しむのみならず。あるいはいとけなき子を捨ておきて、冥途に赴く時は、心苦しく離れがたき事をなげき悲しむ
。臨終のさまたげとならずや。されば、第六天の魔王は、一切衆生の仏道ならむ事をさまたげん、とて妻子となる、と申しぬれば、かたきと申すもひが事に
あらず。恒伽河のほとりに端厳なる女一人、泣き悲しめる事あり。阿難、仏にこのゆゑを問ひたてまつり給へば、仏ののたまはく、この女かたちはうるはしく美しけれども、生むところの子、罪をつくるがゆゑに、母罪に沈みて苦しむぞ、とおほせられけり。されば、子を宝とは論ずべからず。

４　宝物の論　十　命が宝

ただ子もほしからず、人の身は
命に過ぎたる宝なし。仏、寿量品にいたりて久遠実成をあらはし給へり。命の長き事を説き給ふなり。かりに栴檀の煙と昇り給ひしかども、まことに霊山の月ほがらかなり。この心を歌にて少々申すべし。藤原基俊の歌、

　　10うら山し心の雲や晴れぬらん鷲のみ山に照る月を見て

張騫が漢武の使ひにて、天の河の水上を尋ねて帰れ、とおほせありしに、りうはくせい
尋ね行きて仙家に入りて、やがて帰ると思ひけれども、七世の孫にあひし事も、命のありしゆゑなり。これも仙家にてくれなゐの雪を食ひ、紫の菊を飲みしゆゑに命長かりしなり。されば、堀河の右大臣の歌、

　　11会ふまでとせめて命の惜しければ恋こそ人の命なりけれ

まことに命は、たれも惜しき物なれば、命こそ宝にてありけれ、といひければ、

４　宝物の論　十一　命は宝にあらず

また、そばより少しなまりたる声にて、命を宝とのたまへども、老少不定のならひなれば、命もまことの宝にあらず。つらつら思ふに、仏法こそありがたき宝なれ、とぞ申しける。

５　仏法が宝　

かかりける折ふしに、はなやか
なる女の声にて、そもそも仏法の宝にてあらんいはれを聴聞せばや、といひければ、さきの声なまりたる僧のいはく、三宝とて仏法僧の三つあり。このいはれをば一代教主釈迦如来の説かせ給ひぬれば、愚僧はじめて申す義にあらず。

５　仏法が宝　一　普安王のさとし

天竺に国王おはしましき。名をば普安大王と申しき。隣の国に四人の国王のおはしますが、愚かなる事を悲しみて、方便をもつて教へられたり。四人の国王を迎へて山海の珍物をととのへ、玉のさかづきにて酔ひをすすめ給ふついでに、普安大王ののたまへるは、そもそも四人の国王何事をか好みおぼしめす、と問ひ給ひければ、おのおの心うち解け給ひて、一人の王は、我つねに国王の位にて大臣公卿に囲繞せられ、百姓万民にあふがれてあらまほし、とぞのたまひける。一人の王は、つねに
父母六親眷属に添ひて、立ちゐの姿を見えばや、と思ふなり、とのたまふ。一人の王は、我つねにかたちよき人に睦びて、明け暮れたはぶれ遊びてあらまほし、とぞのたまひける。一人の王は、我つねに春の野に出でて花を見、小松を引きて遊ばん
と思ふ、とのたまひける。おのおのかやうにのたまひて後、さて、普安大王は何事をか好みおぼしめす、とありければ、普安大王答へてのたまふ。我は十善の位に居て楽しむ事はめでたけれども、妻子・珍宝・王位は後の世まで身に従ひつく事なし。父母六親眷属にあひ添ひて、孝養の心ざしをいたさばやとは思へども、生死無常心にかなふべからず。また、かたちよき人にも添ひ果つる事あるべからず。

されば、あしたには紅顔ありて世路に誇れども、暮には白骨となりて郊原に朽ちぬ、といふ本文あり。まことにいまだ若くさかりなる時は、紅顔翠黛はなやかなれども、老い衰へて命尽きぬれば、野原に朽ちて白骨ばかり残れり。また、春の野に出でて霞にうそぶき、花にたはぶるる事はおもしろけれども、春をとどむるに春とどまらず。ただしばしの興なるべし。ただわがために生生世世まで宝となれるがゆゑに、仏法といふ物こそ信仰し修行して
侍れ、とのたまひければ、四人の王、普安大王のことばを感じ給ひて、やがて仏の御もとへ参り給へる。こまかに五王経に説き給へり。

　　　５　仏法が宝　二　仏法遭い難し

まことによろづの宝にはあふ事ありといへども、仏法の宝にあふ事のかたきなり。されば、法花経にも、

　　一百八十劫　空過無有仏　三悪道増長
　阿修羅亦盛

この経文の心は、一百八十劫、空しく過ぎてのちは、仏まします事なし。三悪道いよいよ増長して阿修羅といふ外道、盛りなるべし、となり。またいはく、

　　無量無数劫　聞是法亦難　能聴是法者　此人亦復難

この文のこころは、無量無数劫にも、この法を聞く事難し。能くこの法を聴かんものは
、この人また難し、と説き給へるなり。されば、顕密の聖教八宗に分かれて、経論およそ五千三百十二巻なり。舎利弗の智恵、富楼那の弁舌、なほし及ぶところにあらず。いはんや凡夫のわれらにおいてをや。いかでか述べ侍るべき。

　　　５　仏法が宝　三　諸法空・諸行無常

しかりといへども、田舎山寺にしばし侍りしが、勧学院の雀の蒙求をさへづり、七金山の鳥には黄色なる翼のおふるなるやうに、おのおのうけ給ひしは、諸行無常を観ずるを仏の大意とは申すとこそうけたまはれ。大聖世尊四十余年の間、多くの法を説き給へるにも、みな諸行無常なり、と
こそ説き給へ。されば、金剛般若経には、

　　一切有為法　如夢幻泡影　如露亦如電　　応作如是観　　

この経文のこころは、一切のあるところのものはみな夢まぼろし、泡かげのごとし。露のごとく、また、いなづまのごとし。かくのごとく観ずべし
。また、出曜経には、

　　此日已過　命即衰滅　如少水魚　斯有何楽

この文は、今日すでに過ぎぬ。命すなはち滅して
、少なき水の魚のごとし。これいづれの楽しみかあらん、となり。

５　仏法が宝　三　諸法空・諸行無常　１　維摩の十喩

また維摩経の十喩とて、十のたとへにも、この身は、水に宿れる月のごとく、いなづまのごとく、夢のごとし、などと申したれば、はやく諸行無常を観じて、仏法の宝と思ひ給ふべきなり。されば、維摩経の心を紀貫之がよめる、

　　12手にむすぶ水に宿れる月影のあるかなきかの世にもすむかな

また、権僧正永縁が歌に、同経の心をよめる、

　　13長き夜の夢のうちにて見る夢はいづれかうつついかがさだめむ

されば、
諸行無常　是生滅法　生滅滅已　寂滅為楽　

と観ぜん人は、みな仏法の宝をまうくるなり。諸行無常は、天に昇るはし、是生滅法は、愛欲の海を渡る舟、生滅滅已は、つるぎの山を越ゆる車、寂滅為楽は、八相成道の仏果
なり。このゆゑに釈迦如来、因位の御時、雪山童子にておはしましけるに、天帝釈の羅刹といふ鬼に変じ給ひて、諸行無常、是生滅法、の二句をさづけたてまつりし時、童子のたまはく、この文には、いまだ末の句あるべし。同じくさづけ給へ、とおほせられければ、羅刹のいはく、さづけたてまつるべけれども、飢ゑにのぞみてあり。われは人の血を吸ふ物なり。童子の命をわれに与へ給はば、末の句をさづけたてまつらん、といへば、童子のいはく、命を与へたてまつりて後は、何のもののさづかり候ふべき。先づ、末の二句を与へ給へ。聴聞して、命を捨つべし、とのたまひし時、生滅滅已、寂滅為楽の文をさづけたてまつりぬ。童子、この文を聴聞し給ひて、すでにけはしき雪山の峯より谷に向ひて身を投げ給ひし時、羅刹御身を受け止めまゐらせて、御身の心を見む為なり。命を捨て給ふべきにあらず、とのたまひけり。

されば、半偈に身を投ぐるといふ事は、この因縁なり。祇園精舎の鐘もこの文をとなへしなり。いはんや、蜉蝣のあだなる命にて、いかが諸行無常を観ぜざるべき。羯鹿のはかなき身なり。なんぞ是生滅法をさとらざらむ。出づる息は入る息を待たず、石火の光のうちに、いくばくの楽しみかあらん。天衆人王の位をうけたりといふとも、何の益かあらん。いはんや、そのしたしたにおいてをや。主につかへ、人をたのみて、かなはぬ世路いとなみて、いたづらに老い衰へて、冥途の旅におもむかん事、あさましき事なり。賢き人は、みな過去遠遠を流転を観じて、名利をばもとめぬ事なり。

されば、許由といつしものは、位に即くべきよしを聞きて、潁川といふ河にて、耳をあらひしかば、巣父といふもの、このよしを聞きて、その河の流れをきらひしなり。これみな諸行無常を観ずるゆゑなり。無言太子
の、十年物をいはず、別成太子の七度まで位を辞し給ひしも、是生滅法をさとり給へるゆゑなり。

　　　５　仏法が宝　三　諸法空・諸行無常　２　莊周の夢

されば、荘周といつし人の、夢に百年の間、小蝶に成りて、花の上にすみけるが、おどろきて、夢か現かと分きかねてぞありける。この心を大江匡房の卿の歌に、

　　14百年は花に宿りて過ごしてきこの世は蝶の夢にぞありける

これならず、心ある人は、この世をばさらに現とは思はざるなり。大江匡衡の歌に、

　　15夜もすがら昔の事を見つるかな語るや現ありしよや夢

むかし天竺の国王、我が国のうちに仏法を信ぜんものをば、命を絶つべし、といふ宣旨をなしたまひけるにだに、五百人の中の第一妃一人、命を王に奉りて、仏法をあがめ給ひき。これまた諸行無常を観じて、後の世をなげき給へるゆゑなり。されば、あさましき穢土に心をとどめて、後の世を厭はざるものは、蓼はむ虫の、甘露のあぢはひのある事を知らざるがごとし。まことに井の中のかいるの、大海の広きをさとらざるに似たり。五根のあだなる身は、楽しみありても、ひさしからず。霜露のはかなき命は、栄えありとてもいくばくならん。いはんや、あるにつけても憂へ、なきにつけて憂へ、一生は尽つくれども、望みはさらに尽きせざる物なり。返す返す生死に着する事なかれ。

ここをもつて、弘法大師は三教指帰
といふものに、大き楽しみ、大きに笑ふは、大きおとろへ
、大きに悲しむべき相なり、と書き給へり。

さらば、正法念経には、智者は、憂へ
をふくみて牢獄のうちにこもれるがごとし。愚者は、よろこびをひらいて、光音天にむまれたるがごとし、とは説き給へり。しかのみならず、心ある人はみな冥途の苦しみを悲しみて、娑婆の楽しみをば厭ひ思ふなり。毛血律師は地獄の苦しみを悲嘆せしかば、毛の穴ごとより血の出でしなり。

昔、証果の羅漢一日に衣を三たび洗ひ給ひけるを、弟子あやしみてゆゑを問ひければ、それも地獄にありし事を思ひ出だすに、血の出でて衣のけがるるなり、とぞのたまひける。

一生は過ぎやすし、万事は夢のごとし、年月は射る矢のごとく暮れゆくなり。これを隙（ひま）ゆく駒、羊の歩みにたとふるなり。されば、心ある人はかくぞよめる。藤原範永の歌、

　　16山の端に隠れな果てそ秋の月この世にだにもやみはまどはじ

神祇伯顕仲の女の歌、

　　17この世だに月待つ程は苦しきにあはれいかなるやみにまよはん

よみ人しらざる歌、

　18長き世の苦しき事を思へかし何なげくらんかりの宿りを

５　仏法が宝　三　諸法空・諸行無常　３　二人三餅の譬喩

仏、譬喩経にとき給ふ。たとへば人ふたり道を行くとて、あらまし事に一人がいはく、ただいまもちひを三つ拾ひたらんに、いかがせんずる、といへば、今一人がいはく、一つづつ食ひて、のこる一つを中よりわりてこそ食はめ、といへば、もとめたる物こそ二つは食はめ、といふ。今一人は、おなじ道をおなじやうに行くはおなじきにこそくはめ、と論じて、なきもちひゆゑあらそひける。濁世末代の衆生はこのやうになき福祐をあらそひて、万人といさかひ論ずるなり。生者必滅とてむまるるものはかならず死するなり。盛者必衰とてさかりなるものはかならずおとろふるなり。生あるものも生なきものもそのまま常住なるものなし。ここをもつて行基菩薩は、浄土にあらざる外、いづれのところか心にかなふ処あらん。聖衆にあらざらんほか、たれか思ひにしたがふ人あらん、とのたまひしなり。はやくこの心にたがはず浄土をねがひ、聖衆のたすけを頼み給ふべきなり。人界にむまるる事は、大海のそこに針をしづめて、八万由旬の須弥山のいただきより糸をくだして、針の
みみをとほさんよりもなほまれなる事なり
。仏法にちかづく事は一眼の亀の浮木にのぼれるがごとし。このたび仏法をまうけずは、またいづれの時をか期せん。はやく頭燃とて、かしらに火のつきたるをはらふがごとくいとなみて、あすをまつ事なく修行し給ふべし。されば心ある人はかくぞ詠める。待賢門院の兵衛が歌、

　　１９いつまでとのどかに物を思ふらん時の間をだにしらぬ命に

５　仏法が宝　三　諸法空・諸行無常　５　人命おぼつかなし

唐の太子賓客白楽天は、人生まれて百年をたもつといへども、日の数をかぞふれば三万六千日なり。その百年をたもつものは百人の中に一人もかたし。老少不定のさかひなれば、命つきていづれの野辺、いづれの山のふもとにかすてられて、五体ところどころに散在して、つちあくたとならむずらん。まことに今生の身のはていかにもなげくべき事なり。されば、清少納言が枕草子に
、

　　２０思ひ出づる時ぞかなしき世の中はそら行く雲のはてをしらねば　

また前の斎宮大夫が歌に、

　　２１きえはてん夢
のわが身のおき所いづれの野べの草葉なるらん　

これらの人はみな諸行無常を観じ仏法の宝をまうくる人なり。法花経の方便品に、

見六道衆生　貧窮無福恵

ととき給へり。この要文の心は、六道の衆生を見れば貧窮にして福恵なし。国王大臣もまづしき人なり。

５　仏法が宝　三　諸法空・諸行無常　６　飛花落葉
ただ仏法を修行する人のみ宝をまうくるものなれば、忉利天の億千歳をたもつたのしみも、大梵王宮の深禅定のたのしみも、仏法を修行せんにはしかじ。縄をむすび木をきざみて、物のかずをさだめしむかしだにも、心ある人は花の散り、木の葉の落つるをみて飛花落葉を観じ、生死無常をばさとりけり。いはんや欽明天皇の御代にはじめて聖教この国へわたり、上宮太子の御時より仏法ひろまりて後、心ある人はみな諸行無常なりとしり、仏法を修行す。しかりといへども、過去の罪業ふかきものは
、仏法のものがたりを人のすれば耳をおほひ、めをふさぎて結句仏法僧をあざむくなり。これみな無隙地獄のすもりとなるべき人なり。されば飛花落葉を観じたる歌、仁和寺御室
のよみ給へる、

　　２２はかなさをうらみもはてじ桜花うき世はたれも心ならねば
素覚法師が歌、

　　２３世のうさに秋の木のみも
ふかければおつる涙ももみぢしにけり

とかやうにねんごろに語りければ、この女かくうけたまはり候へば、まことに仏法ばかり宝なり。いまより後は、仏法を宝とのみ思ひたてまつるべきなり。さても六道の御物語のたまひつるは、なになにを申すにや、と問へば、

６　六道

僧こたへていはく、六道を知らぬ人や候ふべき。今の世には五つ六つの幼きもの、いやしき下臈などもみな知りたるなり。しかれども、仏の御前にて、知りながら、よも問ひ給はじ、と思へば、かつがつ申すべし。六道と申すは、地獄・餓鬼・畜生・修羅・人間・天上これらを申すなり。無始生死よりもろもろの仏の利益にもれて、鳥の林をはなれず、車の庭にめぐるがごとくにして、六道に沈淪するは、仏法の宝をまうけざりしゆゑなり。法華経に、

墜堕三悪道　輪廻六趣中

とのべ給へり。この心は、三悪道におちて、六趣に輪廻す、とのたまへるなり、とかたりければ
、この女、地獄・餓鬼・畜生のありさまこそ聞かまほしく候へ、といひければ、六道の事は、恵心僧都の一代聖教をひらいてえらび給ひつる、往生要集と申すものにこまかに記されたり。いまだ見給はずや。をろをろ申すべし。

６　六道　一　地獄

第一に地獄といふは、この閻浮提の下、一千由旬にあり。等活・黒縄・衆合・叫喚・大叫喚・焦熱・大焦熱・阿鼻大城なり。これを八大地獄といふなり。これにまたおのおの十六の別所を具したり。総じて一百三十六地獄なり。この山中海辺にも地獄あり、とぞ倶舎と申す文には見えたり。まことにさるやらん。越中国立山の地獄より、近江国愛智の大領と申すもののむすめが、山臥にことづけて親のもとへもの申しけるは、おほかた地獄の苦しみは、たとへを取るとも、百千万億の中に一も申しのべがたし、とぞいひおこせける。されば、仏も地獄の苦しみをくはしくとるは、聞かんものみな血をはきて死ぬべし、とぞのたまひける。

まづ、地獄のありさまをいふに、天には七重の網をはり、地には鉄城かたくとぢたり。熱鉄さかんにして、四面に刀林のやきば鋭くして、阿防羅刹のいかれるすがた見るに心まどひ、牛頭・馬頭のはげしきこゑ聞くにきもをうしなふ。天にあふげば、つるぎの林の葉ふりくだりて、まなこをさしやぶる。地にうつぶせば、猛火燃え出でて口に入る。なかむとすれば涙おちず。さけばんとすれども、こゑ出でず。須臾刹那の程も、くるしみならぬ隙なし。されば無隙とは、ひまなしとかけり。一日ならず、二日ならず、無量無数劫の間、くるしみを受く。一種ならず、二種ならず、百千万のかなしみしのびがたし。阿鼻大城のくるしみ、なかなか申すにをよばず。さかさまにおつる事、二千年なり。地獄のふかき事はこれにて知るべし。このくるしみを受くる間は、一中劫なり。一劫と申すは、たかさ四十里、ひろさ四十里の石を、三朱の天衣とて、きはめてかろき天の羽衣にて三年に一たびづつなづるに、紙一枚のあつさほどつぶるなり。これをみななでつくしてある時を、一劫といふなり
。この間苦患をうけん事、申すもなかなかおろかなり。

されば、金峯山の日蔵上人、無言断食しておこなひけるあひだに、秘密瑜伽の鈴をにぎりながら、死に入りたりけるに、地獄にて延喜の帝にあひたてまつりければ、御門のたまひけるは、地獄に来たるものはかへる事はなけれども、なんぢはよみがへるべきものなり。我、父の寛平法皇の命をそむきたてまつる。無実によつて菅原右大臣を流したりし罪のむくひに、地獄におちて、苦患をうく。このよしを我が皇子にかたりて、このくるしみをすくふべし、とおほせければ、かしこまりてうけたまはりけるを、御門のたまひけるは、地獄にては罪なきものをもつて、あるじとす。上人われをうやまふことなかれ、とおほせありけるこそ、いとかなしくはおぼえ侍りけり。されば、高岳の親王、かくぞよみ給へる、

 　２４いふならく奈落のそこにおちぬれば刹利も首陀もかはらざりけり
この歌おもひあはせられて、あはれなり。地獄のゑ、かきたる屏風を見て、和泉式部がよめる、

　　２５あさましやつるぎの枝のたはむまでこはなにのみのなれるなるらん

６　六道　二　餓鬼道

第二に餓鬼道と申すは、無量の苦患隙なしといへども、とりわき飢饉のうれへ、しのびがたし
。得尸羅城の餓鬼は、五百歳の間、食ひ物をえずして子を飢やし、獅子国の餓鬼は、七どまで海の山になりかへるあひだ、食ひ物の名をきかず。みづから脳（なづき）を食らひてうゑをたすけ、あるいは子を食らひて命をつぐ。されば、

我夜生子随生皆自食

ととける。この経文のこころは、われよるごとに子をうむ。うむにしたがつて、みなみづから食らふなり。くはしく像法蔵経にとけり。木のみを見てとらんとすれば、つるぎとなり、水を見てのまんとすれば、ほのほとなる。腹の大なる事は、大海のごとし。須弥山を食らふとも、あくべからず。口のせばき事は、針の穴のごとし。芥子をのむとも、入るべからず。経論には人間にも餓鬼はありといへり。貧窮なる人をいへるか。祐盛法師が歌によめる、

　　２６河をみて飲めばほのほとなるものをいづくをさしてやせ渡るらん
６　六道　三　畜生道

第三に畜生道と申すは
、残害のくるしみ忍びかたし。大象、地にたけれどもいまだ獅子のおそれをまぬかれず。毒龍、海にわだかまれども
、なほ金翅鳥の難をはなれがたし。雉は、鷹のためにとられ、蛙は、蛇（くちなは）のためにのまる。猫のまへの鼠、鵜のさきの魚、いづれか残害をのがるべき。長きものは短きをのみ、大なるものは小さきを食らふ。しかのみならず、鷲は、羽のために殺され、虎は、皮のために命をうしなふ。但念水草のたぐひは、重き荷を負ひて坂にむかひ、五百由旬の蠎（やまくぐち）の身は、小さき虫のために食らはるる。蒼海の魚は、暗きをいとひて出離をもとめ、雪山の鳥は、ひかりにあひて無常を観ず。あるいは色にふけりて命をうしなひ、あるいは蛛の家にかかりて身をほろぼす。総じて三十四億種のすがた、一つとしてくるしみをうけずといふ事なし。ことに畜生道にむまるるものは、出づる事かたし。そのゆゑは、犬になりぬれば、おほく須弥のごとく、かばねのつもるまで犬となり、鳥となりぬれば、過去八万劫がさき、なほ八万劫、未来八万劫のすゑ、また八万劫、鳥となるゆゑに、生をたくはふるとかきて畜生とよむなり。されば、高遠の大貮、畜生道へ堕ちぬるよし、子の夢に見えけるが、よめる歌こそあはれなれ。

　　２７おく山の行へもしらぬ谷そこにあはれいつまであらんとすらん

６　六道　四　修羅道

　

第四に、修羅道と申すは、嗔恚さかりにして悪心冷むる時なし。一日に三時のたたかひあり。天鼓自然鳴
のなげきあり。くはしく申すにおよばず。

諸阿修羅等　居在大海辺　自共言語時　出于大音声

といへり。この文の心は、もろもろの阿修羅大海のほとりにありて、みつからともにいひかたらふ時、大音を出してせめたたかひ、苦しみを受くるなり。天鼓自然鳴
のなげきこれなり。

　　　

6　六道　五　人道

　

第五に、人間と申すは、我等衆生の事なり。寿命経には、八十六の苦しみをあかせりと申せども、常には八苦とぞ申すなり。八苦といふは、生と老と病と死と怨憎と愛別と求不得と五盛陰となり。

　　6　六道　五　人道　1生苦

されば、一に生苦は、人母の腹にやどりて、三百日あるいは二百六十日、業の風に吹かれて初めて生まれ出づる時は、生きたる牛の皮を剥ぎていばらの中に追入るるがごとし。また、ふすまをもつてうけとるといへども、百千のつるぎをもつてきりさくがごとし、といへり。このゆゑに、あか子のはじめて泣く声は、苦かな苦かな、といふなり。

　　6　六道　五　人道　2老苦

二に、老苦と申すは、さきにも申したりしごとく、年月つもりぬれば、老い衰ヘて、黒き髪は白くなり、色かじけて腰かがまりて、立ち居心にまかせず、子にも人にも隔てられ、心をのぶる事もなし。散り残りたる花の風を待つがごとし。

　　6　六道　五　人道　3病苦

三に、病苦と申すは、四百四病一としてやすき事なし。かしらねつし、身ほとほり、胸さはぎ、腹膨れ、いづれかたえて忍ぶべき。しかのみならず、子病めば同じく親も病む。女病めば同じく夫も病む。五百身分の痛きのみにあらず、物の心細く命の惜しき苦しみのそふなり。その心、贈皇后宮の歌に、

28むねにみつ思ひをだにもはれずしてけぶりとならん事ぞかなしき　
また、病大事になりて、蝉の鳴くを聞きて、梅壺の女御、

29明日までもあるべき物と思はねば今日日ぐらしの声ぞかなしき
また、病大事になりて、月のあかかりけるをみて、藤原の堅子、

　　30いにしへは月をのみこそながめしに今は日をまつ我ぞかなしき 
病大事になりける頃、雪のふりけりれば、良暹法師、

　　31おぼつかなまだ見ぬ道をしでの山雪ふみ分けてこえんとすらん　
病大事になりければ、法師になりて、刑部卿範兼、

　　32はかなしなかしらの雪はきえはててたまたまのこる露の我がみは 
　病はまことにたへがたく、忍びがたき事なれ。国王大臣もところをおかず。冷泉院・三條院なども、御病ゆゑにこそはやく位を
おりさせ
給ひけれ。承暦の頃、天下に世の中うちおこりて、一人もなくたはぶれふして侍りけるに、但馬守国高、神拝しに下りけるに
、子のありけるが、親のともにくだりけるに、ある宮にわらはなるはしたものありけるを、心ざし深くおもひけるが、病つきける
よしをつたへききて、とる物も取りあへずのぼりて、さぶらひける宮をたづねければ、人の忌む病なれば、知る人もなし。おほかた朱雀門のあたりへ出だされにき、といふ事ばかりを聞きて、心うく、かなしくて、やがて朱雀門に行きて見れば、しかじかとそれとはおもはねども、薦（こも）と
いふもの引きまはして、しつらひける中に、うつくしかりきみどりの髪はちりあくたにむすぼほれ、きたる物には血うちつけ
て、両のめを烏に抜かれて木の節の抜けたるやうにてありけるを、よくよく見ればかの女なり。心うく、かなしくて、三井寺
へ行きて、出家しておこなひけり。

　されば、病にやつれぬれば、美しき人もなきなり。わが心にまかせたる恋の病さへしのびがたきものなり。右大弁親宗の歌、

　　33紅の恋の涙のいかなればはては朽葉に袖のなるらん 
　また、貪嗔癡の三毒の病といふ物あり。耆婆・扁鵲が療治もおよばず、まづしきものは、よろづの物をもとめ、人の物をほしがり、わが物ををしむなり。これを貪苦といふなり。昔、一人の長者あり。名をば刀提耶といふ。金をおほくたくはへてもちたりけるが、おき所を妻子に知らせず、今生の縁つきて後、犬にむまれてこがねのあるあたりをありきけれども、妻子ども同体とはしらずして、にくみて打ちたたく事、生生世世のかたきのごとし。ながく出離なくして苦患をうく。

　されば、経の文に、

諸苦所因　貪欲為本

ととき給へり。この経の心は、もろもろのくるしみのよるところは、貪欲をもつて本とするなり、とのたまへり。一切の悪業のみなもとは、ただ貪欲の心よりおこるなり。これをよくよくつつしむべし。

　次に嗔といふは、はらをたて、心にいかりをなす事なり。仏、霊山のこけの庭にして御説法ありしとき、一人の龍王、法座につらなる。仏、過去の流転をかがみてのたまはく、汝昔一念の嗔恚によりて大蛇の報を受けたり。今そのかたちをあらわして汝に嗔恚の罪を知らせん、とおほせありければ、仏眼の力によりて二万由旬の大蛇のかたちをげんず。これのみならず、一生涯の間つくれる所の功徳・善根、須弥山のごとくなりといへども、一念の嗔恚をおこせば、善根のたきぎ嗔恚の猛火にやきうしなはる、といへり。この病いかにも療治すべきなり。

　次に癡といふは、愚癡にしておろかなるをいふなり。愚癡なれば仏法の名字もきかず。されば、因果のことはりも知らず。されば、善根をもわきまへず。されば、貪欲・邪見にもはばからず、破戒・罪業にもおそれず。このゆゑに、大地獄に堕ちて生々世々に苦を受くる。

　昔、一人の愚者あり。父をつれて道を行くに、木陰にやすむに蚊といふ虫、父の額にくひつきたりけるを、大きなる棒にて蚊をうちける程に、親ともにうち殺しけり。親を殺さんとはおもはねども、愚癡なるによりて逆罪を犯しけるなり。四百四病はただ一生の間の病なり。貪嗔癡の三毒の病は生生世世の病なり。このたびよくよく療治して長き世の病を離れ給ふべきなり。

　

　　　6　六道　五　人道　4死苦　

第四に、死苦と申すは、一切の苦しみいづれも忍びがたしといへども、ことさら死苦をもつて第一とするなり。八万四千の塵労門より大毘嵐風といふ風吹き来たりて、四十四のつぎめごとにもろもろの病せめ来る。舌すくみ眼かへり、いはんと思ふ事もいはせず、見んとおもふ物をも見せず。定業かぎりあれば、神に祈れどもしるしなく、仏になげけどもかひなし。永保・雅忠
が薬もかなはず。保憲・清明がまつり事も
いたづら事なり。死苦の忍びがたきのみならず、よろづについてこの世の離れがたく、親しきをも疎きをもいはず、あひみる人ごとに名残りをしき苦しみのあるなり。かりそめにほかへ行きて、やがてかへらん事も、わが心にまかせたる道さへ、家をたち出づれば名残りをしきならひなり。いはんや、いまだ夢にも見ぬいかなる世界、いかなる国へおもむきて、いかなる目にかあはんずらんも知らぬに、一日かた時も離れがたき恩愛をふりすてて、ただ一人さし出でてゆかん心の中、おしはかり給ふべきなり。今生の縁つきぬれば、おもてをならべし親子なれども、おそろしきすさまじき心出で来て、はやくすてん事をいとなむなり。

　されば、孟嘗君が三千の友、冥途の旅にはともなはず。石季倫が二千の友も、生をへだつればあふ事なし。一人中有の闇路にむかひ、さまざまの苦患を受けて、閻魔庁にいたりて罪の軽重をたださるる時、罪なきよしを陳ずれども、浄玻璃の鏡にくもりなくあらはるれば、つくりし罪を悔いかなしみて、娑婆世界の親子親類を見ていかがすべきとおめきさけべども、生をへだつれば見ゆる事なくして、こたへとぶらふものもなし。ただいたづらの独り言にて、つひになさけなき獄卒の手にわたさるるなり。ここをもつて大集経には、

　　妻子珍宝及王位　臨命終時不随身　唯戒布施不放逸　今世後世為伴侶

とあり。この経文の心は、妻子珍宝及王位は命の終わりに臨む時は身にしたがはず、ただ戒と布施のみぞ今世後世の友となりぬる、ととき給へるなり。また摩訶止観には、冥々
として独り行く、たれか是非をとぶらはん。あらゆるところの財宝、いたづらに他のために
あり、ととかれたり。また倶舎論には、

　　再生汝今過盛　至衰承近焔魔王　欲往前路無資粮　求住中間無所心
とあり。この心は、たまたま生まれて汝は
盛り過ぎぬ。衰ふるにしたがひて閻魔王にちかづきぬ。さきへゆかんとすれば旅のかてなし。中の間に住まんとすれば身の置き処なき、とあり
。されば、閻魔王のつかひは高きをも貴きをもきらはず、魂をうばふなり。獄卒はかしこきをもおろそかなる
をもえらばず呵責するなり。

　されば、大国の堯・舜の賢王も名のみのこり、日本の延喜天暦のひじりの御門も影をだにも
とどめ給はず。いはんや月卿雲客においてをや。楊貴妃・李婦人のたへなりし姿を見ても牛頭・馬頭はなさけをのこさず。衣通姫・小野小町がやさしかりし心にも、獄卒ははぢず。秦始皇が虎狼の心ありしも、梁の武帝がいさみのたけかりしも、頼光・頼信
がはかりごとのかしこかりしも、維衡・致頼が人におぢられしも、一人とどまる事なし。皆三途の故郷にかへりにき。天にのぼり、海にいり、市にまじはり、山にうづもれ、神通方便をえたりし四梵士もつひに死苦をまぬかるる事なし。この心をよめる歌
、

　　34さりともと八重の塩路に入りしかど底にもおゐの波は立けり 
西へ入る日は東にかがやき、春北へとぶ雁は秋南へ来たり、むまるる人はかならず死しての後
、ふたたびかへる事なし。かばねはのこりて、よもぎがもとに朽ち、魂はひとり冥途の苦しみを受く。心あらん人、たれかこれをかなしまざるべき。この心を、源順が歌によめる、

  　35草枕たびとはたれかいひおきしつひの栖はみ山なりけり　
僧都源信が歌、

36人の身を夢
の命といひけるはつひには野べにおけばなりけり 
また、よみ人しらず
、

　　37皆人の命を露にたとふるは草むらごとにおけばなりけり 
覚盛法師がよめる、

　　38思ひきや君が栖をそれぞとてよもぎが本をきつつみんとは　
左京大夫あきのり
がよめる、

　　39野辺見れば昔の人やたれやらんその名もしらぬ苔の下かな 
　　　６　六道　五　人道　５　怨憎会苦

　第五に、怨憎会苦と申すは、よろづにつけてうらめしき事を申すなり。花を見れば風に散り、月を見れば雲に隠れ、いづれもかやうの事なり。この心を素性法師が、

　　40花ちらす風のやどりはたれかしるわれにをしへよ行きてうらみん 
宇治忠信が女のよめる、

　　41月影の入るををしむもくるしきに西には山のなからましかば 
僧正けんかく
がよめる、

42ながむれば月かたぶきぬあはれわがこの世の程もかくばかりこそ 
されば、恋しき人のおなじ心ならぬもせつにうらめしくて、徳大寺
左大臣実能がよめる、

43夢にだにあふとは見えよさもこそはうつつにつらきこころなりとも 
中納言さねいへ
がよめる、

　　44いとはるる我身ならずはいかにして人のつらさを思ひしるべき 
男のものおもふ
さへかくのごとし。まして女は心ふかきものなれば、愛執をとどめて、おつとをうらむる事あり
。返す返す罪深くぞ侍りぬる。中宮上総がよめる、

　　45さきの世の契りをしらではかなくも人をつらしと思ひけるかな　
周防の内侍がよめる、

　　46契りしにあらぬつらさもあふ事のなきにはえこそうらみざりけれ　
藤原のなりつねが母
のよめる、

　　47さのみやは我が身のうきになしはてて人のつらさをうらみざるべき 
よみ人しらず、

　　48よしさらば心のままにつらかれよさなきは人のわすれがたきに 
しかのみならず、北野の天神は筑紫に
流されぬ。もろこしの一行阿闍梨、掛羅国へ流され給ひき。これみな怨憎会苦の法なり。

６　六道　五　人道　６　愛別離苦

第六に、愛別離苦と申すは、わかれををしむをいふなり。前世
よりの宿習なれば、あるいは年久しくちぎり、あるいは新枕めづらしくて、愛執ふかく思ふゆゑに、更に行きかね、明け行く鳥のこゑを夢にもいとど心まどひて、むつごとつきせざるをば、あかつきの別れと申すなり。
源頼綱がうたに、

　　49いにしへの人さへけさはつらきかなあくればなどかかへりそめけん

また、人めしげき中の一夜をだにもあかさぬを、よひの別れといふなり。藤原為忠がよめる、

　　50よひのまにほのかに人を三日月のあかで入りにし影ぞ恋しき

鬼界が嶋に侍りけるころと、風のたよりに、いまだいきたるよし、母のかたへ申しつかはすとて、沙弥少将康頼
、

　　51さつまがたおきの小嶋に我ありとおやにはつげよ八重の塩かぜ

これらはいきてのわかれなれば、まだあひ見る事もありぬべし。ただ長き別れこそ
かなしけれ。老少不定のさかひなれば、おやにもおくれ、子にもおくれ、妻にもわかるる
、おつとにもさきだち、主にもさきだちぬる人おほし。母におくれて、せちになげきて、顕昭法師がよめる、

　　52たらちねやとまりて我をおしまましかはるにかはる命なりせば

子にわかれて、高岳頼言がよめる、

　　53人のうへと聞きこし物をしでの山わがこの道にまよひぬるかな

一条殿の伊尹
の御子に、前少将挙賢
、後の少将義孝とて、時めき給ふ公達おはしましき。もがさをわずらひ給ひて、はかなくならせ給ひにき。おやの御心の中、いかばかりかなげきおもひ給ひけん。おととぎみはもとより道心おはせし人にて、世尊寺の梅の木の本にて、つねに命終決定、往生極楽といふかねをつき給ひけるに、あはせてたのみ給ひたりける雅円
阿闍梨と申す僧の夢に、心ちよげにて、かくぞ見えける。

　　54時雨こそ
千種の花はちりまがふ何ふる里に袖ぬらすらん

また、村上の御門かくれさせ給ひてのち、あまりになげき給ひけるにや、れいならず成りたまひければ、かくぞよみ給ひける。斎宮女御、

　　55おくれてもこえける物をしでの山さきだつことを何うらむらん

一条院御かくれの後、のちの一条院なにともしらでまぎれありき給ひけるを見て、上東門院よみ給へる、

　　56みるからに露そこほるるおくれにし心もしらぬなでしこの花

中納言実綱かくれ給ひにければ、やがて尼になりて、五月五日に三河内侍よみ給へる、

　　57あやめ草あらぬうきねを引きそへて涙ぞかかる墨染の袖

としごろのつまにおくれてよみける、藤原基俊、

　　58おもひやれむなしき床
を打ちはらひ昔をこふる
袖のしづくを

主にわかるる
、ことにかなしくぞ侍りぬる。賢人、二君につかへずとて、ながく世をそむく人おほくぞ聞こえける。

深草の御門かくれさせ給ひければ、良峯宗貞とて、蔵人のかみなりける人、やがて法師になりて、笠置といふところに、みのといふ物うちしきておこなひゐければ、人あまたぐしたりけるものまゐりて、じゆずを一時ばかりすりて、行くゑなく出でにし人に、今一たびあはせてたび給へ、といふ声をきけば、我が妻のこゑにききなして
、あまりにあはれにて、ここにあるとていづべく思ひけれども、心よはくては仏道修行はかなはじ、と思ひかへして、あかつきがたにかへるを見給へば、九つになるをなごをばさきにたて、五つになるをのこごをば、めしつかふたちはきといふものにいだかせて行くを見るに、かくれはつべきともおぼえざりけれども、つひに名のりて出づる事なし。さて、残りの公卿・殿上人は、御はてとて、墨染などぬぎすてて、いろめきわたるよしをききてよめる、

  　59みな人は花のころも
になりぬなり苔のたもと
よかはきだにせよ

また、上野峰雄といふもの、別れをなげきけるころ、見なれたる桜のもとにてよめる、

　　60深草の野辺の桜し心あらばこの春ばかり墨染に咲け

草木心なしといへども、物あはれをしればこそ、その春はすみ染めに咲けるとなん。いまに深草の墨染桜とてあり。また師匠にわかるるくるしみ、いとあさからずぞ聞こゆる。されば、釈尊、八十年の化縁つきさせ給ひて、御入滅ちかくならせ給へば、摩謁陀国より拘尸那城へおもむき給ひし時、栴檀みなかれはて、菩提樹の菓おちて沙羅林のかぜさびしく、跋提河の浪すさまじくして、十六羅漢、五百の大弟子、十六の大国の王、九万三千
の衆生一つ心にかなしみ非情
草木もうなだれ、悲哀の色見え、五十二類もあしをあがき羽をたれて、うれへにたへける。この時、憍梵婆提の大師入滅、我随入滅、とて水に成りてうせ給ひぬ。迦葉尊者の御滅後にありて
、おめき給ひしこゑ、三千世界にきこえけるなげきあさからずぞおぼしける
。生ある物、かならずをはりあり。あひあふ物はかならずわかれあり。これを愛別離苦とはいふなり。六通三明をさとり給ひたる釈尊さへ
、このくるしみをばまぬがれ給はず。いはんや濁世の凡夫にをいてをや。いかでくるしみをのかるべき。この心を
、朗詠の詩にも作れり。

　生あるものはかならず滅す。釈尊いまだ栴檀のけぶりまぬがれ給はず。たのしみつきてかなしみ
来たる。天人なほ五衰の日にあへり。

６　六道　五　人道　７　求不得苦

七に求不得苦といふは、よろづ
物をもとむるにえず。心にかなふ事なし。遅遅たる春の日、けぶりたえで、くひ物のたぐひをもとむるにえず。れいれいたる冬の夜、衣をうる事なくして、寒天を明かしがたし
。衣食の二事にともしきものは
、かならずよろづののぞみ心にかなはず。されば、うつくしかりける子をすてたるに、きる物にゆひつけける、

61身にまさる物なかりけりみどり子はやるかたもなくかなしけれども
五月の長雨のころ、かがみをうりける女の、うらにかきつけたる歌、

　　62けふのみと
見るに涙のます鏡なれにし影を人にかたるな

世の中にすみわびて、夫婦和議してはなれけるが、女はよきに人のめに成りて、難波のかたへまかりたりけるに、おとこはあしをかりてうりければよめる、

　　63君なくてあしかりけりと思ふにもいとど難波のうらぞすみうき

これみな求不得苦の人のよめる歌なり。ここをもつて観世音菩薩は、一切衆生のねがひをみて、貧苦なる物をあはれみすくはんがために、菩薩の行をおこなひ給ふなり。その因縁おろおろ
申すべし。昔、父をば長那といふ
、母をば摩那斯羅女といふものありき
。二人の子をもちたるなり
。名をば早離・速離といふ。無常をまぬかれずして母摩那斯羅女、やまひをうけてうせぬ。父の長那、かなしみけれども世の中のならひなれば、また妻をまうけたり。かかりけるほどに、天下に
飢渇行きて、人みなかつゑ死ににければ、長那、二人の子を継母
にあづけて檀那羅山へ行きぬ。一つくひぬれば七日物ほしがらぬこのみありと聞きて取りに行きたりける。跡に継母
、早離・速離を舟にのせて、みるめ刈れといひて島にはなちける。そのとき二人の子、かなしみの涙をながしてちかひをたて
ていはく、一切の衆生の
貧苦ならんをたすけ、よろづの苦をすくはん、といふ願力により給ひて、早離・速離は、観音・勢至と成り給ひぬ。母の摩那斯羅は阿弥陀如来と成り給ひぬ。さてこそ、おや子の契りなれば、阿弥陀の三尊とは申しけれ。その時はなたれし島は、今の補陀落山なり。これはただいへるにあらず。経文にまかせていへり
。
昔、天竺国に王あり
。象を飼ふ。毎日に
百石の白米を飼ふなり。折ふし一人の羅漢、象に向つて
いはく、象はかしこし。我はかなし。我はかしこし、象はかなし、といひてさりぬ。これを聞きて、象、物をくはず、たふれ
ふしてありけり。象飼ふもの、この事をおほやけにかたり申しければ
、羅漢の呪詛したるなんめりとて、羅漢をめして、このゆゑをとひ給ひければ、羅漢のいはく、むかし、象と我とは
同朋なりし。しかるに象は聖教のことはりをしらず、施を行ぜし
ゆゑに、今畜生にむまれたりといへども、毎日に百石の米をくふ。我は経論をさとりし
がゆゑに、人界に生れたりといへども檀婆羅蜜を行ぜざりしゆゑに、一鉢をむなしくして食
をえがたし。この事を象にむかひて申しつるなり、とぞのたまひける。
されば、一切の衆生の苦は、みな前世のむくひなり。仏の御弟子、羅旬比丘は、頭陀をすれども食
をえず。また目連の御弟子、利堀尸は、乞食を
すれども鉢をむなしくす。吾が朝、延暦寺の安然和尚は、根本中堂の薬師仏と物がたりし給ひしほどにたつとき人なれども、食をうる事なかりしなり。つねに土などをくはれける
なり。されば、貧苦は人にはよらぬ事にてぞ侍りぬる。堯の代に、九年雨ふりて、日のかげを見ざりしも、湯
の代に、七年日てりて雨のうるほひをえざりしも、吾が朝の長承の飢渇におほくの人ども死にうせたりし事も、みな求不得苦にあひしなり。しかじ、生死をいとひ、菩提をせうじてこのくるしみにあはざらんには。

６　六道　五　人道　８　五盛陰苦
八に五盛陰苦といふは、よろづにつけて物のおそろしくあやうきなり。国王は仏天にをそれ給ふなり。天変大地震すればあやしみをなし、臣は龍顔におそれたてまつり、舟にのるものは悪風海賊にあはじと思ひ、山を行くものは山だちにあはじとつつしみ、病をうけじとたしなむ。されば、法花経に、

三界無安　猶如火宅

とのべ給ふなり。この心は三界はやすき事なし。なほし火のいへにいるかごとしとなり。しかれば
、三界火宅は龍のひげをなづるがごとく、五趣輪廻は虎の尾ふむににたり。しかのみならず、世の中にありふるならひにて、人の身にしたがひて、かたきといふものあり。おやのかたき、宿世のかたき、その外よろづにつきてのかたきは、かぞふるにをよばず。されば、おそるる事、生生世世にたゆる事なし。返す返すこれらの苦をのがるべきなり。のがるるといつぱ、たとひ人われをころさんとするとも、我はその人にうらみをなすべからず。あだをば恩をもつてほうずるといふ本文あり。この心をさとらざる人は、生生世世のかたきをまねくなり。われ人をうしなへば人またわれをほろぼす。されば、経の文に、あだをほうずれば、あだつひにつきせず。とくをもつてあだをほうずれば、あだつひにつきぬ、とのべ給へり。これらのくるしみかぞへつくしがたし。これを五盛陰苦といふなり。

６　六道　六　天道

第六に天上と申すは
、快楽の数をつくしがたしといへども、五衰とて五つのくるしみをまぬがれず。この五つの苦は
花のかづらしぼみ、わきの下よりあせいで、二つのまなこまじろぎ、天衣あかつき、飛行心にまかせず、ひとり林の間にすてられて、あふぎふしてかなしめり。つひに命おはりて、すなわち、大地獄におちて、無量の苦患をうく。善現城はすみよかりしかども、阿鼻大城はすみにくく、劫婆羅樹のもとは、涼しかりしかども、刀林の木の下は忍びがたし。身、ししむらをきりやぶりき。帝釈の宝座には
、居よかりしかども、熱鉄の床の上にはふしにくかりき。衆車苑の車はのりよかりしかども、火焔の車はのりにくかりき。白玉の軟石
は、なつかしかりしかども、衆合の石は身をせめけり。殊勝池の水はあびよかりしかども無間のかまの湯はあつかりき。四種の甘露はあまかりしかども、熱鉄のまろかせはくいにくかりき。五妙の音楽は心すみしかども、毒蛇のほゆる声はおそろしかりき。飛行の天衆はあそびよかりしかども、阿防羅刹は情もなかりき。ここをもつて正法念経に、

　天上欲退時　心生大苦悩　地獄衆苦毒　十六不及一、

ととき給へるなれ
。

７　十二門開示

されば、仏は、返す返すこの六道をめぐりありき給ひて、ひとつも苦ならぬ所なし。はやく生死をいとひはなるべし、となり。かやうにかたりければ、この女、なげき
ふかきけしきにて、かたはしをのたまへるをきくにさへ、血をはき死なんずるやうにおぼゆるなり。いはんやめいどのみちにおもむき、まことのくるしみをうけんにおいてをや。いかにしてかこの六道をはなれ候ふべき、といへば、この僧仏にならざらんかぎりは、いかでかはなれ給ふべきといふ。この女、仏にはいかにしてなるべきと申せば、仏になる事やすしとも申しつべし。また、かたしとも申しつべし。仏になることのかたければこそ、無始生死より億億萬劫のあひだに、おほくの仏の出世の利益に漏れて、もろもろの衆生、六道には沈淪すれ。法花経の六のまきにも、

このもろもろの罪の衆生は悪業をもつて三宝のなをもきかず。

とのべ給へり。されば、仏になる事はかたきなり。しかれば、天台宗の心をうけ給へる時は、非情草木も仏となれり。いはんや女人もきらはず、見仏聞法の国にむまれて、仏道をねがはんにいかでか成仏せざらん、といへば、このおんな、女人は五障あるがゆゑに成仏に漏るべきやうにうけたまひしに
、女もつひに仏となるべきにてあるこそめでたけれ。なに事をつとめをこなひてか仏になりさふらふべき
、ととへば、仏になる道は一にあらず。たとへば、王宮
まゐるに、人のこころこころによりて入るがごとし。極楽浄土に往生する道もかくのごとし。十二門をたてて申すべし。

第一に道心をおこして世をのがれ、出家すべし。

第二にふかく三宝を信ずべし。

第三に如来の禁戒をかたくたもつべし。

第四にもろもろの行業をつむべし。

第五に仏にならんと願をおこすべし。

第六に生生世世に
業障を懺悔すべし。

第七にもろもろの布施を行ずべし。

第八に観念をもつぱらとすべし。

第九に善知識にあふべし。

第十に臨終に悪念をとどむべし。

第十一に法花経をおこなふべし。

第十二に阿弥陀仏をたのみたてまつるべし。

されば、かみをそりおとすものもあり、またながくはやさんとするものもあり。かみへかきあぐるものもあり。しもへなでつくるものもあり。みなみなこのみこのみなり。されば、明君は松をあいし、楽天は竹を友とし、寧王はふえを吹き、楚王は琴をひく。人のこころはひとつにあらざるがゆゑに、十二の門をたてて申すなり。いづれにてもあれ、御こころのひかんかたをつとめ給はば、みな仏道にいたるべきものなれば、いそぎいそぎつとめをこなひて、仏に成りたまふべし。




























�　秋のころ＝他六本｢秋｣、平三・大系｢秋｣、おう｢秋のころ｣


�　世の中もありしにもあらず。浮木にのりけん人の心ちせしかば＝他六本ナシ。平三ナシ。大系｢世の中も有しにもあらず、浮木に乗けん人の心地せしかば｣、おう｢世中在シニモ非ズ、浮木ニ乗ケン人ノ心地シテ｣


� 経ぬれば＝他六本｢へければ｣、平三｢へければ｣、大　　　　　　　　　　　　　　　　　系｢経にけれども｣、おう｢経ケレドモ｣


� 　何となく春のつれづれをなぐさめんと思ひて、いたづら事とも申し出で侍りつるに、げにや嵯峨の御釈迦こそ天竺へ帰りたまはんずるとて、一つ京の人院の宮をはじめまゐらせて、道もさりやらず参り侍るなれ、と申せば＝他六本、





なにとなく世の中もしづかならず、あさましきやうなれば、嵯峨の釈迦こそ天竺へ帰り給はんずる瑞相あれ、と語りければ、いとかなしくぞおぼえける。この御仏と申し奉るは、教主釈迦、正覚なり給ひて、御母のために報恩経を説きたまはんとて、忉利天にのぼり給ひしを、優闐大王のあなかしこにこひ奉り給ひて、毘首羯磨といふ人にあつらへて、赤栴檀をもつて御かたちをうつし給ひて、おがみ給ふほどに、仏一夏九十日はてて、天竺へ帰り給ふ時、栴檀の仏、金銀水精の橋のもとまで御むかひにまゐり給ひたりければ、仏ののたまはく、我は八十年の化縁つきて涅槃に入るべきなり。栴檀の仏は、末代の衆生を利益し給ふべき仏なり、とて御さきに立てて帰り給ひき。





　　　この部分、底・上にはなく、他六本の他には平三に見える。ここでは、松井本を底本とした。


大系｢何となく世の中も静ならずみゆる。げにや、嵯峨の釈迦こそ、天竺へ帰り給はんずるとて、一京の人、道も去あへずまいり侍るめれと申せば｣、おう｢無何ト世中モ不静ナラノミ見ル。ゲニヤ、嵯峨ノ釈迦コソ、天竺ヘ帰リ給ナンズルトテ、一京ノ人ドモ、道モサリアヘズ集リ侍ルメレト申セバ｣。｢げにや｣以降は、ほぼ底本と一致する。


� 　我日本の＝松・小｢日本我朝の｣、細・簗｢にほんわがてう｣、宮｢我てうの｣、簗｢日本我かてう｣。


� 　二十日ころに＝他六本｢二十日に｣、平三｢二十日に｣、大系｢二十日の事なるに｣、おうふう｢二十日｣


� 　丘慈国（くじこく）＝大系・おう「亀慈国（きじこく）」


� 　白純王＝底「はくそん王」、底、後に「白純王」とあるのによる。大系・おう「白純（びやくじゆん）王」。


� 　普闕といふ将軍＝大系・おう「兵」


� さては二伝の仏にては、おはせざるなり＝大系「さては二伝の仏にこそおはしますなれ」、おう「サテハ直伝ノ仏ニコソ御座スナレ」


� 　寺僧とおぼしきもの～（４　宝物の論）とて侍るほどに＝釈迦像伝来の由来を詳しく説くこの部分、他六本、平三ナシ。（但し、天竺での釈迦像作成の過程を語る「教主釈尊、正覚なり給ひてのち～とて御さきにたててかへり給ひき」までは、他六本と類似している）。大系・おうの本文に似るが、おうにより近い。


� 　さはぎて＝底「さはひて」、萩により改む。


� 　やうやう＝他六本ナシ。平三ナシ。このあたり、大系｢漸夜深しままに、老たる尼法師や、あやしの下衆共などはいねける成べし。心有計の者共目を覚して｣、おう｢漸ク夜打フクル程ニ、アヤシキ下衆ヤ、老タル尼ナンドハ寝ニケリ。物ノ心有人計リ目ヲ覚シツツ｣


�　あやしの下守＝他六本ナシ。平三ナシ。 


� 　ものの＝松・小・細・宮・萩ナシ。平三ナシ。


�とられて＝底「とれて」、他七本により改む。


�稲麻経＝宮「たらまきやう(陀羅摩経)」、大系・おう「稲稈経」


�はくべき＝他六本「うべき」 


�つくづく＝他六本「つらつら」 


�なり＝他六本「かはり」 


�なり＝他六本「かはり」


�太天王＝大系「天竺の大天皇」・おう「天竺の国王」 


�優陀延＝宮「ゆたゑん」 


�江湖の＝他六本「江湖に」 


�昔は京洛のはなやかなる客たり。今は江湖のおちぶれたる翁となれり＝萩「昔為京洛声花客、今作江湖隙例翁、老眠早覚常残夜、病力先衰不待年」 


�かへらねど＝松・小・細・簗「かはらねど」、宮・萩「かわらねど」 


�かつがつ＝他六本「かずかず」


�師走の＝他六本「師走に」 


�伯瑜＝宮「はくゆう(伯有)」 


�木＝小「木�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(母),〇)�」、宮「木ざう(像)のはゝ(母)」 


�郭巨＝松「郭居」


�きざみ＝他六本「きざみて」 


�さむかるらん＝松・細・簗・萩「さむからん」 


�みききせぬ＝他六本「みささげぬ」、大系「あざらけき」、おう「あたらしき」、平三「生なる」


�とぼして＝他六本「ともして」 


�形は破れて他郷の灯の鬼となる、争か旧里にかへりてこの身をすてん＝大系・おう「我是日本花京客、汝即同姓一宅人、為父為子前世契、隔山隔海恋情悲、経年流涙蓬蕎宿、逐日馳思蘭菊親、形破他州成灯鬼、争帰旧里寄斯身」


�けり＝松・小・細・簗・萩「ける」 


�僧＝大系・おう「実源律師」 


�みなもとのありつねの中将＝大系・おう「源有房中将」 


�中納言＝大系「藤原成範」 


�苺＝松・小「苔」、細・簗・宮・萩「こけ」 


�行くらん＝大系・おう「朽ちなん」 


�人と＝松・小・簗・宮・萩「人」 


�むくひ＝松・小・簗・宮・萩「ほう」


�のたまひけり＝松・小・簗・宮・萩「のたまひける」 


� 太子にして＝松・小・簗「太子にて」、太子にしておはしましける＝宮「太子たりし」


� 悲しむ＝松・小・簗・宮・萩「かなしむは」


� ひが事に＝松・小・簗・宮・萩「ひが事には」


� 人の身は＝松・小・簗・宮・萩「人は」


� りうはくせい＝宮「りうはくりん」振漢字「劉伯倫」、大系「劉成」に対し「劉阮」の誤りと注す。おう・平三は「劉晨」。


� はなやか＝松・小・簗・宮・萩「わかやか」


� つねに＝松・小・簗・宮・萩「我つねに」。


� 引きて遊ばん＝松・小・簗「引きてぞあらまほしき」、宮「ひきてそあらまほしとそ」、萩「ひきてそあらまほしと」


� 修行して＝他六本「修行したく」


� 増長＝おう「充満」


� 能くこの法を聴かんものは＝底「きかんものは」、松・小・細・簗により補う。


� なりとこそ説き給へされば金剛般若経には＝松・小・細・簗「なり少々その文を申へし」、萩「せうせうそのもんを申へし」、宮「せうせうそのもん申へしこんかうきやうの文に」


� 観ずべし＝他六本「観ずべしとなり」


� 滅して＝小・細・簗「めつしてすくなし」、宮「めつすすくなし」、萩「せうめつして」


� 仏果＝松・細・簗・宮・萩「くわ」


� 無言太子＝松・小・細・簗・宮「又」


� 三教指帰＝底「三考識」、上「三教指帰」、宮「さんかうのしき」に振漢字「三教指帰」、松・小・細・簗・萩「三かうしき」


� おとろへ＝おう「大ニ驚キ」


� 憂へ＝底「これゑ」、他七本により改む。


� 針の＝他六本ナシ。


� 人界にむまるる事は、大海のそこにはりをしづめて、八万由旬の須弥山のいただきより糸をくだして、針のみみをとほさんよりもなほまれなる事なり＝この喩え、大系、おうに見えず。二巻本以外では、他に平三に｢人界に生るる事大海の底に針をしづめて八万由旬の須弥山のいたたきより糸を下してみみをとをさんよりもなをまれなる事なり｣とあり。


� この後、宮「又ぢざうほさつの御歌とて人ぎんじけるあまりしゆせうなるままかきのせはんへる　わかきとてすゑなはるかにたのみそよむじやうの風はときをきらはず　されは」。宮独自の歌にして、他の諸本に見えず。


� されば、清少納言が枕草子に＝大系「清少納言枕草子には、『除目の聞書、赤子のむまれたる、おもはしき人の文』などをだにおぼつかなきことには申ためれ。されば、心ある人、みなかくこそよみ侍るめれ。」に続いて、「よみ人しらず」の歌とする。おう「清少納言ガ枕草子ニハ、『除目ノ聞書、赤子ノ生レタル、思ハシキ人ノ文』ナンドヲダニコソ覚束ナキ事ニハ申テ侍ヌレ。サレバ、心有人、皆カクゾ読テ侍ベル。」に続いて、この歌ナシ。平三「されは清少納言が枕草子に赤子の生れたる老の行ゑなとおほつかなき事にかけるなれある歌に」


� 夢＝大系「露」


� しり、仏法を修行す。しかりといへども、過去の罪業ふかきものは＝底「しるものは」、他六本により改む。平三もこれら六本に同じ。


� 仁和寺御室＝大系「入道法親王」


� 木のみも＝他七本「木の葉の」、平三・大系・おう「木の葉の」


�　萩はこの２３の歌の後「又ある人の歌に　紅葉はをかせにまかせて見るよりもはかなき物は我身成けり」とあり。『古今和歌集』巻十六859大江千里「もみぢ葉を風にまかせて見るよりもはかなきものは命なりけり」


� 法華経に～とかたりければ＝萩「ほけきやうにいわく、汝等舎利弗　声聞及菩薩　当地是妙法諸仏之秘要　以五濁悪世　但楽着諸欲　如是等衆生　終不求仏道　当来世悪人　聞仏説一乗　迷惑不信受　破法堕悪道　此もんのこころは、なんたちしやりほつ、しやうもんおよひほさつまさにしるへし。此めうほうはもろもろのほとけのひやうなり。五ちよくあくせなるをもつて、たたもろもろのよくをねかいもとめす。たうらいせのあく人は、ほとけの一てうをとき給ふをきひて、めいわくしてしんしゆせす、ほうをやふりてあくあくたうにおつへし、とときたまへり、とかたりけれは」


�　第一に地獄といふは～一劫といふなり＝萩、詳細な異文あり。八大地獄の一つひとつを『往生要集』によって詳しく述べる。


� 萩はこの２５の歌の後「そうして、地こくは百三十六あり。その中にも、山のなるかみのほとりにも、地こくありとそ、くしやあんにも申ける。誠にさるやらん。ゑつちうの国、たて山の地こくより、あふみのくにゑちの大りやうといふもののむすめ、やまふしにことつてて、をやのかたへ申けるは、大かた地こくのくるしみは、たとへをとる共、百千をくの中にも一も申のへかたしとそ、いひおこせける。」とあり。


� 無量の苦患隙なしといへども、とりわき飢饉のうれへ、しのびがたし＝萩、詳細な異文あり。餓鬼道を『往生要集』によって詳しく述べる。


� 畜生道と申すは＝萩「畜生道をあかさばちうしよふたつあり。こんほんはたいかいにすむ。しまつはにんてんにましはれり。そうして三十四をくしゆのすかた一として、くるしみをうけすといふ事なし。しゆしゆのそうありといへとも三をいてす。一にはとりのたくひ、二にはけた物のるい、三にはむしのるいなり。」


� わだかまれども＝他六本「わだかまるといへども」、平三「わだかまれども」


�自然鳴＝松・小・細・簗・萩「しみやう」、上・宮「じみやう」


�自然鳴＝上「自鳴」、松・小・細・簗・萩「しみやう」、宮「じみやう」


�位を＝松・小「位をも」、細「御くらゐをも」、簗「御くらいをも」、宮・萩「くらゐをも」 


�をりさせ＝松・小・細・簗・宮「おりさせ」、萩「ハせ」


�くたりけるに＝松・小・細・簗・萩「くたりけるか」、宮「くたりけるが」


�つきける＝松・小・細・簗・宮「つきにける」 


�薦に＝他七本により改む。


�つけ＝他六本「つき」


�三井寺＝他六本「やがて三井寺」


�雅忠(ちう) ＝小によりて改む。


�まつり事も＝松・小・細・簗・宮「まつりも」


�冥々(めいめい) ＝他七本「冥々(みょうみょう)」 


�ために＝底「ため」、他七本により改む。


�汝は＝他六本「汝今」


�あり＝他六本「なり」


�おろそかなる＝松・小・細・簗・宮「をろかなる」


�影をだにも＝他六本「影をだに」


�頼光・頼信＝松・小・細・簗・萩「らいくわうほうしやう」、宮「�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(頼),らい)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(光),くわう)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(綱),つな)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(保),ほう)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(昌),しやう)�」


�この心を読める歌＝平三「此心を歌にもよめる登蓮法師」


�死しての後＝他六本「死して後」 


�夢＝大系・平三「露」


�よみひとしらず＝大系「佐伯清正」 


�左京大夫あきのり＝大系「左京大夫修範」、平三「右京大夫あきのり」 


�けんかく＝大系「深覚」


�徳大寺＝松・小・細・簗・萩「徳大寺の」


�中納言さねいへ＝大系、僧都範玄の歌として「いとはるる我身ならずはいかにして人のつらさをおもひしらまし」とあり。


�ものおもふ＝松・小・細・簗・萩「物をおもふ」


�事あり＝松・小・細・簗・萩「事もあり」


�藤原のなりつねの母＝大系「源盛経女」


�筑紫に＝他六本「筑紫へ」 


� 前世＝他六本「さきの世」


� 源＝他六本「されば源」


� そめけん＝他七本「そむらん」、宮「また人めしげき」～和歌「よいのまに」ナシ。


� 沙弥少将康頼＝大系「沙弥性照」、おう「康頼入道性照」。


� こそ＝他六本「のみこそ」


� 宮「妻にもわかるる」～「おほし」は「ふうふかいらうとうけつとちきりしかともこころにまかせさるわかれありしうにもわかれ師にもさきたつ又琴詩酒のともからいともからにもわかるゝく一にあらす」とあり。


� 伊尹＝底・他七本「これまさ」、大系「これのぶ」、おう「これただ」


� 挙賢＝底・他七本「よしたか」、大系・おう「挙賢（たかかた）」


� 雅円＝他七本「がゑん」、大系・おう「賀縁」


� こそ＝他六本「とぞ」


� 床＝松・小・萩・宮「とこ」、細・簗「ゆか」


� こふる＝大系「忍ぶ」


� わかるる�＝他六本「わかるるは」


� ききなして＝他六本「きゝなしつ」


� ころも＝底「袂」にふりがな「ころも」、他六本「たもと」


� たもと＝底「衣」にミセケチ「たもと」、他六本「ころも」


� 九万三千＝他六本「九万二千」


� 非情＝他六本ナシ。


� ありて＝他六本「あひたまはて」


� おぼしける＝他六本「おほえける」


� 釈尊さへ＝他六本「釈尊たに」


� この心を＝底「此心」、他七本「此の心を」


� かなしみ＝他六本「あはれみ」


� よろづ＝他六本「よろづの」


� 明かしがたし＝他六本「あひすることなし」


� ものは＝底「もの」、他六本により改む。


� けふのみと＝大系「けふのみぞ」


� 因縁おろおろ＝他六本「因縁かつかつ」


� 長那といふ＝松・小・細・簗「ちやうな」、宮「ちやうなといひ」


� ありき＝他六本「あり」


� もちたるなり＝他六本「もちたり」


� 天下に＝底「天下」、他六本「天下に」


� 継母＝底ふりがな「けいぼ」、他六本「まゝはゝ」


� 継母＝底ふりがな「けいぼ」、他六本「まゝはゝ」


� ちかひをたてて＝上「誓をたてゝ」、松・小・宮「ちかひて」、細「ちかついて」、簗「ちかつて」、萩「ちかいて」


� 衆生の＝底「衆生、」他六本「衆生の」


� いへり＝底「いへる」、他六本「いへり」


� 国に王あり＝他六本「に国王あり」


� 毎日に＝他六本「毎日」


� 向つて＝他六本「むかひて」


� たふれ＝他六本「たはれ」


� かたり申しければ＝他六本「かたりけれは」


� 我とは＝底「我と」他六本「我とは」


� 施を行ぜし＝他六本「せきようせし」


� さとりし＝他六本「さとりたりし」


� 食＝底「しよく」、上・松・小「食」、細・簗「しき」、宮「じき」に振漢字「食」、萩「食」にふりがな「じき」


� 食＝底「食」にふりがな「しよく」、上・松・小「食」、細・簗「しき」、宮「じきもつ」、萩「食」にふりがな「じき」


� 乞食を＝底「乞食」、他六本「こつしきを」


� くはれける＝松・小・細・簗「くはれけると」、宮「くはれ給ふと」、萩「くわれけると」


� 湯＝松・小・細・萩「やう」、細「たう」、宮「たう」に振漢字「唐」


� 萩、続けて「衆苦充満甚可怖畏」とあり。


� 萩、「しかれば」～「ふむににたり」ナシ


� 萩、続けて「三つあり一にはよつかい二にはしきかい三にはむしきかいなりそのそうすてにひろしつふさにのへかたし一しよあぐかのとうりてんのこときは」


�この五つの～かなしめり＝萩、詳細な異文あり。


� 宝座には＝他六本「宝座は」、宮「宝座には～衆車苑の」ナシ。


� 軟石＝松・小・細・簗「けつせき」、萩「けんせき」、宮「白玉の軟石～あつかりき」ナシ。


� 萩、続けて長文の異同あり。


� なげき＝松・小・細・簗「まことになけき」、萩「まことになさけふき」、宮「にはかになけき」


� うけたまひし＝他六本「うけたまはりしに」


� ほとけになりさふらふべき＝松「ほとけに成候べき」、小「ほとけになるべき」、細・簗ナシ。萩「ほとけにはなりさふらふべし」、宮「ほとけになるへし」


� 王宮＝松・小・宮「わうぐうに」、細・簗・萩「わうぐうへ」


� 世世に＝松・小・宮「世々の」
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